平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：森林整備費
	事業名:松くい虫駆除促進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　林政部　森林整備課　間伐担当　電話番号：058-272-1111（内3195）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11515@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：6,218千円（前年度予算額：5,334千円）

	事業内容


	１　事業の内容


松くい虫から保全松林を守るために、市町村が実施する防除事業に対し補助を行い、松林の有する多面的な機能を確保する。
　[予防]
樹幹注入：樹幹に薬剤を注入し、樹体に浸入したマツノザイセンチュウの増殖を阻止してマツ枯れを防止する。

　[駆除]
伐倒駆除：被害木を伐倒し、薬剤処理をして、材内のマツノマダラカミキリの幼虫を殺虫する。

	２　所要経費


[予防]　　　補助金 6,064千円（県費2,022千円）
　[事務費]          　 154千円（県費    77千円）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
１ 森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

・様々な予防や駆除の手法を組み合わせた病害虫対策を推進する
	２　これまでの取組状況


本県の松くい虫被害は昭和50年頃から発生していたが、53年度から東濃地方を中心に急激に増加し、56年度に被害量は37,500㎥とピークとなる。平成21年度現在では2,799㎥となり、ピーク時の7.5％まで減少した。被害量は減少したものの、松くい虫の被害地は拡大しており、下呂市が被害の最先端地域となっている。
これまで被害の発生に伴い、市町村が実施する防除事業に対し補助を行い、被害の防止、拡大の抑制を図ってきた。
	３　これまでの取組に対する評価


市町村が実施する防除事業に対し補助を行い、被害の防止、拡大の抑制を図ってきたが、被害先端地を除く県南部では、被害は全域に拡大しているため、公園や景勝地、保安林など保全松林の重点区域において、予防事業（樹幹注入）を実施し被害を抑制していく必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	5,334
	3,533
	
	
	
	
	
	
	1,801

	要求額
	6,218
	4,119
	
	
	
	
	
	
	2,099

	決定額
	6,218
	4,119
	
	
	
	
	
	
	2,099


